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エ ズ ラ ・パ ウ ン ドの 「悲 劇 」
パ ウ ン ド版 『トラキ スの女た ち』をめ ぐって
安　川　慶　治
要　 旨
　エズラ ・パウン ドは、1910年代のイギ リスに自由詩の革新を謳 うイマジズム運動を展開し、ま
た後には独特のスタイルで長大な叙事詩 『詩篇』The　Cantosを綴 ったことで知られるアメリカ
の詩人である。彼はまた、1933年にムッソリー二と面会 し、イタリア ・ファシズムを新 しい時代
の可能性ととらえ、その協力者 とみなされる立場を取ったことでも知られる。第2次 世界大戦後、
パウンドはアメリカで13年間にわたって精神病院に拘禁されるが、その拘禁中に彼は、 日本の能
の形式での上演を夢見て、 ソポクレスの悲劇 『トラキスの女たち』を翻案 ・翻訳 した作品を残 し
た。自作への懐疑にとらわれ、ついに沈黙へといたる戦後のパウンドはrト ラキスの女たち』に
何を託したのか。本稿はパウンド版 『トラキスの女たち』に、パ ウンドが 自分 自身の 「悲劇」と
どう向き合お うとしたのか、それを知る手掛か りを求める試みである。
キ ー ワ ー ド　 ギ リシア 悲 劇 、 能 楽 、 エ ズ ラ ・パ ウ ン ド、 トラキ ス の 女 た ち 、 景 清
0.は じめ に
　 アメ リカの詩人エ ズラ ・パ ウン ド(Ezra　Pound,1885-1972)は、 ワシン トン郊外の聖エ リ
ザ ベス病 院に拘 禁 中の1951年か ら52年にか けて、 ソポ ク レスの悲劇rト ラキス の女 た ち』
(Trachiniae)の 新た な英語訳 に取 り組 んでい る。パ ウ ン ドといえぽ、1910年代 のイギ リスに
自由詩の革新を謳 うイ マジズム運動を展開 し、その後 フランス、そ してイ タ リアに活動の場所
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キャント　ス
を移 し、そ の精神 の軌跡を 『詩篇 』The Cantos(1930-69)に綴 り続けた詩人 であ る。 よ
く知 られてい るとお り、1933年、詩人は ム ッソ リー二と面会、 フ ァシズムを新 しい時代の可能
性 ととらえ、その協力者 とみな され る立場を取 る。1940年か ら ローマの海外放送に携わ ったパ
ウン ドは、第二次世界大戦が激化す る43年、 ワシン トン地裁か ら反 逆罪で起訴 され、イ タ リア
敗戦後の45年、 ラバ ッロでパルチザ ンに拘束 され、米軍に引 き渡 された。その後 アメ リカに移




き継がれた 「ピサ詩篇』以降、パウン ドの詩作は断片化 してい く。次第に自作への懐疑にとら
われるようになったパウンドは終には沈黙に至るが、「トラキスの女たち』の翻訳は、 こうし
たパウン ド晩年に位置づけられる数少ない仕事のひとつである。拘禁されたパウン ドはrト ラ
キスの女たち』に何を託 したのか。本稿はパウンド版 『トラキスの女たち』1)に、パウン ドが
自分自身の 「悲劇」とどう向き合お うとしたのか、それを知る手掛か りを求める試みである。
1.仮 面　　パ ウン ドと翻訳
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 キャセイ
　パ ウ ン ドの 「翻訳」 とい うと、 まず想起 され るのは、若 きパ ウン ドのr中 国』やrプ ロペル
テ ィウス賛歌』であ る。 また、 この 『トラキ スの女た ち』 とも関係の深い 日本の謡曲の英訳、
ひいては 「論語』の英訳な ども挙げ られ るに違 いない。パ ウン ドに よるこれ らの 「翻訳」は、
誤訳の指摘 もあ って、かつては さまざまな物議を醸 した。た しかに語学的に中国語 も日本語 も
解 しないパ ウン ドに、通常の意味での翻訳者の機 能を期待す ることがで きるはずはない。 しか
し、 これ ら 「翻訳」を、間 一テクス ト的、あ るいは間 一言語的な空間におけ る新たな オ リジナ
ル作品の生成 と解釈す るな らば、 これをパ ウン ドの大 きな業績に数え入れ ることに異を唱え る
人は多 くあるまい。T.S.エ リオ ッ トはパ ウ ン ドの 『プ ロペルテ ィウス讃歌』を評 して、それ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ペルソナ
をパ ウン ドの仮面であ ると述べたが、その 「仮面」 こそはパ ウン ドの初期詩集の タイ トルのひ
とつで ある。rト ラキスの女たち』 の翻訳 もまた、戦後 のパ ウン ドの仮面、い まや心 に廃嘘 を
抱えた詩人の新たな仮面であ ると言えな くはないだ ろ う。後で見 るよ うに、な るほ どこの翻訳
も彼の他の訳業 と同様に、いやそれ以上に翻案に近い要素を もってい る。
　 しか しなが ら、古代ギ リシアに関 しては、パ ウン ドが東洋の作品で 自由に腕を振 るったの と
はい ささか事情が異な ることを まず指摘 しておかねばな るまい。 もちろん、パ ウン ドといえぽ、
同郷の女性詩人H.D.(Hilda　Doolittle)との 出会い以降のすべてが古代ギ リシアに彩 られてい
るとい って も過 言ではない。そ もそ も、『詩篇』 の詩 人パ ウン ドといえぽ、何 よ りも現代 の ホ
メー ロスた ることを 目指 した詩人なのではなか ったか。そ してr詩 篇』 とは、人類の精神の大
海を舞台 と した 『オデ ュ ッセイ ア』た らん とす るものではなか ったか。 しか し、彼の書誌にギ
リシアものの翻訳が現れ るのは、 この時期が初めてであ ることに注意す る必要があ る。1931年
刊行の 「文学案 内』でパ ウン ドは、模範 とすべ きギ リシア詩人に ホメーロス とサ ッフ ォーを挙
げてい る。悲劇詩人た ちは ホメー ロスよ りも劣 った もの と し、 アイスキ ュ ロスは修辞的に過 ぎ
る、 と評す る。いや、悲劇のみな らず、そ もそ もパ ウン ドは古典期のギ リシアに大 きな関心を
示 していない よ うに見え る。 これに変化があ った ことを確認で きるのは、ず っと後の1954年、
エ リオ ッ トが編集 して序文をつけた 『エ ズラ ・パ ウン ド文学論 集』であ る。そ こでは、パ ウン
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ドが ソボク レスに強い関心を寄せ るよ うにな った こと、そ して ソボク レスを高 く評価す る方向
に 「文学案 内』を改訂す る用意のあ る旨が記載 されてい る。パ ウン ドの古典期ギ リシアへの関
心は、 この時期に初めて顕在化 して くるとい って よい。
　 1949年、 パ ウン ドは古典学者 フレ ミング(Rudd　Fleming)と出会 う。パ ウン ドは彼 の助 言
を得なが ら ソボク レスのrエ レク トラ』を翻訳 し、1951年、 フ レミングの名で発表 した。 この
翻訳では、祈濤や呪誼の部分あ るいは コ ロスの台詞はギ リシア語の オ リジナルがその まま引用
され、詩人がギ リシア語を音響的に実現 しよ うと した姿勢が窺え る。同作品を選 んだ理 由は、
主 と して フ レミングの側の事情に よるよ うであ る。
　 さて、時系列的に見れば、 この 『エ レク トラ』に次いでパ ウン ドが着手 した翻 訳が 『トラキ
スの女た ち』 であ る。両者 は一連 の仕事 とい うこ とになるだろ うか。だが、 『エ レク トラ』が、
エ ウ リピデスも含めてギ リシアの三大悲劇作家に よって取 り上げ られたギ リシア悲劇中屈指の
テーマを扱 うものであ り、近代の評価を考えて も 『オイ デ ィプス』や 『アンティゴネ ー』に並
ぶ作品 であるのに対 して、『トラキ スの女た ち』 とは、何 ともマイナ ーな作品で ある。 ギ リシ
ア神話の最大の英雄ヘ ラク レスの最期を扱 うとはいえ、残 されてい るのは ソボク レスの作品の
み、そ して ソボク レス作品のなかで も評価が高い とはいえない。 しか し、パ ウン ドは翻 訳の序
文に、「「トラキ スの女た ち』は、今 日まで伝え られてい る全てのギ リシア悲劇に表現 され るギ
リシア人の感性の頂点を示す ものであ る」 と記す。解釈 しなければな らないのは、 この逆説で
あ る。 こ こに暗示 されて いるのは、 フ ァシズムに託 した夢 が破 れ、「精 神異常」 の レッテルを
貼 られて病院に軟禁 され るとい う運命に見舞われたパ ウン ドが、その思いを託す何かを この作
品に見 出 したのだ、 とい うことではないか。序文 の言葉 は、次の よ うに続 け られ る。「それは
また 同時に、 日本の能におけ る 『神舞』の原型に もっとも近い作品であ る」(Pound　23)と。
　 まずはパ ウン ドが深い共感を覚えた この 『トラキスの女た ち』の プロ ッ トを概 観 し、次いで
パ ウン ドの精神において、それがいかな る意味で 日本の能楽 と交差す るものであ ったかを検討
してい くことに しよ う。
2.ノ ーマ ン、あ るいは火葬台上のヘラ ク レス
　すでに述べた とお り、 ソボク レスの 『トラキ スの女た ち』は、英雄ヘ ラク レスの最期に題材
を とった悲劇作品であ る。ヘ ラク レスといえば怪獣退治、いわゆ る12の功業が有名だが、 これ
はそ もそ もゼウスの妻ヘ ラに よって駆 り立て られた難行であ った。 とい うの も、ヘ ラク レスは
ゼウスが人間の女 アル クメネ ーに産 ませた子供だ ったか らであ る。 この作品に登場す るヘ ラク
レスはすでにその難行を終え、妻デイ アネイ ラとのあいだに息子 ヒュ ロスをは じめ とす る子を
何人か も うけ、 さなが ら一国の領主 とい った様子であ る。 とはいえ、過剰その ものの形象 とで
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もい うべ きヘ ラク レスは、あいかわ らず戦いに 出掛けてお り、妻子は異国 トラキスの館に身を
寄せてい る。
　作品は、15ヶ月た って も帰 って こない夫の安否を案 じ、且つわが身の不幸を嘆 く妻デイ アネ
イラの独 白で始 まる。ヘ ラク レスは作品の後半にな るまで登場せず、前半は、掛け合いの コ ロ
スを伴 った この デイ アネイ ラが主役であ る。ヘ ラク レスは 出征にあた って、前例にな く自分が
受け とった神託を書 き残 してい った。それに よると、ヘ ラク レスが国を 出てか ら15ヶ月た って
帰 らなければ、彼は死ぬか、あ るいは苦行が終わ って憂いのない 日々を送 るか、そのいずれか
とな る運命なのであ った。 デイ アネイ ラがヘ ラク レスの消息を確かめに息子 ヒュロスを遣わす
と、入れ替わ りに近隣の男がや って来て、ヘ ラク レスの安泰を伝え る。それを追 ってヘ ラク レ
スの使者 リカスが捕虜の女た ちをつれて登場、ヘ ラク レスがエ ウボイ ア島の ケナイ オン岬でゼ
ウスを祭 るべ く準備中であ ることを告げ る。デイ アネイ ラは喜ぶが、その とき捕 虜の中で も際
立 って美 しいイ オ レに気付いて素性を尋ね る。隠そ うとす る リカスを尻 目に、近隣の男は、そ
もそ もヘ ラク レスは この娘を愛 し、彼女をわが もの とす るために、イ オ レの父エ ウ リュ トスが
支配 していた オイ カ リアを攻め滅ぼ したのだ と告げ る。
　 これを聞いて衝撃を受けたデイ アネイ ラは、夫の愛を取 り戻そ うと、愛の秘薬を塗 りこんだ
衣を リカスに持たせ、ヘ ラク レスの もとへ帰す。愛の秘薬 とは、好色な怪獣 ケンタウ ロス族の
ネ ッソスの血であ るのだが、 これは、その昔、デイ アネイ ラを犯そ うと してヘ ラク レスの毒矢
に射たれて死んだネ ッソスが、流れ る自分の血を愛の秘薬 と偽 り、それを信 じた彼女が集めて
取 っておいた ものであ った。 ところが、 リカスの去 った後、秘薬を衣に塗 るために用いた羊毛
の房が燃え去 って しま う。驚 き怪 しんでい るデイ アネイ ラの もとに息子 ヒュロスが戻 って きて、
母を激 しく責め立て る。妻か ら贈 られた衣を まとって神殿に犠牲を捧げていたヘ ラク レスの体
に毒が回 り、衣は体に密着 して離れな くな り全身を焦が しは じめた とい うのだ。父は リカスを
投げ殺 し、妻を呪 った、 と ヒュ ロスは告げ る。愛の秘薬は、ネ ッソスの復讐の毒であ った。 自
分が夫を殺す ことにな って しまった事実を知 った デイ アネイ ラは館に入 り、胸を突いて 自殺す
る。
　劇の後半、ヘ ラク レスが担架で運ばれて登場。屈辱 と苦痛のために、彼は大声をあげて神 と
人 とを、そ して己の身を呪い続け る。ふ と苦痛が和 らいで正気に もどったヘ ラク レスに、 ヒュ
ロスはネ ッソスの毒の 由来 と母の 自殺を伝え る。 この言葉に、ヘ ラク レスは神託が実現 されつ
つあ ることを覚 る。あ ざなえ る縄の ごとき因果を通 して、い まや運命は成就 されん と してい る。
そ してヘ ラ クレスは、 オイ タ山の頂に葬壇を築 き、そ こで 自分を生 きなが ら焼 くよ う命 じる。
ヒュロスは、火を 自分で点け ること以外、すべて父の命令に従 うことを約束 す る。ヘ ラク レス
は ヒュロスにイオ レを妻 とす る ことを命 じ、 山上 に運 ばれ てゆ く。そ して、 「すべ てはゼ ウス
のなせ る業なのです」　 　 観客に向か って語 るヒュ ロスの言葉で幕切れ とな る。
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　このように 「トラキスの女たち』は、定められた運命を知らずに為された、またそれを免れ
ようと図る人間の行為が、かえって運命の実現を招き寄せるとい うアイ ロニーを劇の基本構造
としてお り、この意味では、ギ リシア悲劇のひとつの典型を示 しているといえよう。そ して、
アリス トテレスには じまる悲劇解釈の伝統に則 していえば、死すべき存在一人間の立場に与す
る観客は、悲劇の登場人物たちに同一化 しつつ恐怖 と憐欄を経験 し、それを通 して感情の
カタルンス
浄化 を体験す る ことが期待 され る。
　作品の構成では、すでに見た よ うに、前半はデイ アネイ ラ、後半はヘ ラク レスを主人公 と し、
前半を 自殺にいた るデイ アネイ ラの悲劇、後半を生 きなが らの火葬を求め るヘ ラク レスの悲劇
とす る、やや特異な二部形式を もってい る。 しか し、何 よ りも刮 目すべ きは、い うまで もな く、
生 きなが らの火葬 とい うヘ ラク レスの最期のあ り様 その ものであ ろ う。
　 このヘ ラク レスの最期は、二つの面か ら解釈す ることがで きる。 ソボク レスが描 くこの結末
は ギ リシアの神話的伝承に語 られ るヘ ラク レスの最期を踏襲す るものであ るが、伝 承に よれぽ、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オリンボス









解の物語がある。 しか し、生きながらの火葬とい う過剰は、運命との和解とい う予定調和をも
無傷ではおかない。燃え立つ炎はヘラクレスの肉体ともども、む しろ一切の予定調和を焼き尽
くすだろう。運命との和解の物語は、運命と対峙する人間の悲劇へと跳ね返 り、最高の強度に
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カタストロフ
達 した悲劇の緊張はここで一挙に 破局 を迎える。予定調和による運命との和解にとって代わ
るのは、その成功がどこにも保証されていない自己焼尽、自己投棄による運命への飛躍の形象
である。いささか言葉を弄す ることが許 されるならぽ、運命に呪われた者ヘ ラクレスの、
カタス トロフ　　　　　　　　カタルンス




浄化 は、観 客の 内心 の プロセスであ る。それ に対 して、 この作 品において 「浄化」 は、それ
自体が上演 され るスペ クタ クル とな ってい る。再 び言葉 を弄 す るよ うではあるが、『トラキ ス
の女た ち』は、後世の悲劇論をあ らか じめ舞台上に模倣 してい るのであ る。 この劇がギ リシア
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悲劇の基本精神を代表 してい ると語 るパ ウン ドの理解の正否は別 と して、呪われた運命か らの
「浄化」その ものを、恐 るべ き劇的緊張を もって表現の中心においた作品であ る　 　おそ ら く
同 じソポ ク レス晩年 のrコ ロノスの オ イデ ィプス』 とともに　 　 ことは重 くみて よいだ ろ う。
けだ しパ ウン ドが 『トラキ スの女た ち』に惹かれた所以 と考え られ るのであ る。
　い ささか憶測を重ね ることにな るが、 こ うした解釈を も う一歩進め るな ら、 フ ァシズムの崩
壊 とともに ピサに虜囚 とな り、その後、皮 肉に も故国 アメ リカにおいて流調の身 とな ったパ ウ
ン ド、r詩篇』に 自分 自身を 「すでに沈 んだ もの」 と呼び、 オデ ュ ッセ ウスが一つ眼 の怪獣 キ
ュク ロプスに向か って名乗 った 「ウテ ィス」　 　 誰で もない もの　 　と自身を語 るパ ウン ドが
　 　 　 　 　 　 ぼ　ろ
「力を失い、裾襖のように成 り果てたヘラクレス」に自己を重ね合わせていたとしても不思議
はあるまい。ヘラクレスとともに、いやヘラクレスとして 「浄化」を求めているのは、他なら
ぬパウン ド自身であったのではないか。そ して　　ここで先の問いにかえってい うならぽ








として、パウン ドと能楽との関わ りを瞥見 しておこう。
3.パ ウン ドと能楽
　今 日ではよく知られているように、パウン ドはE.フ ェノロサの没後、1914年頃に夫人から
遺稿管理の委嘱を受け、その能楽論や翻訳などを整理 し、1916年r日本の貴族演劇』Certain
Noble Plays of Japanを出版、また翌1917年にはその増補版r能 　　きわみの芸　　日本古典演




　パウン ドは1908年からロン ドンに滞在 して、すでに英詩の革新によって知られていたが、フ
ェノロサ夫人がパウン ドに注 目したのは、こうした彼の詩人としての活動を評価 してのことで
あった。この時期の詩作として広 く知られているのが、例えば、俳句に触発されて作ったとい
212
エ ズ ラ ・パ ウン ドの 「悲劇 」





　パ ウ ン ドは簡潔 な表現に よって複数 のイメージを重ね てゆ く"superTosition"、すなわちイ
メージの重層の方法をわが もの と していた。いわゆ るイ マジズムであ るが、基調 とな るイ メー
ジ の上 に 別 の イ メ ー ジ が重 な っ て ゆ くと い う意 味 で は 、 夢 の作 業 で お な じみ の圧 縮
(Dichtung)に通 じる技法 とい って よいか も しれ ない。面 白い ことに、 パ ウン ドは能楽 にか
かわ る作業を進めてい くうちに、 こ うしたイ マジズムの方法論が、能楽においてすでに劇詩の
形式に まで拡張 して実現 されてい ると考え るよ うにな った(Fenollosa　andPound　27　note)2)。
彼はそれを くイメージの統一〉(Unity　of　Image)とい う言葉 で説 明 している。
　能には 〈イ メージに よる統一〉 とで も呼ぶべ きものが見いだ され る。少な くとも、優れ
た作 品 はすべ て単 一 の 〈イ メー ジ〉 を強化 す る よ うな具 合 に作 られ てい る。た とえぽ
　 にしきぎ
「錦木」におけ るもみ じ葉や舞 う雪、「高砂」 におけ る松 の樹 々、「須磨 源氏」におけ る青
鈍色の波、そ して波形、「羽衣」 におけ るまさにそ の羽衣 な どである。(ibid.)
能に見 られ るこの くイ メージの統一〉は、イ マジズムに よる長詩の模範であ る。た とえば フェ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かぎつばた
ノ ロサ=パ ウン ドに よる翻訳で取 り上げ られた 「杜若 」。杜若の花の精を演 じる女装の後 ジテ
が、在原業平 との恋で知 られ る二条の后、高子の唐衣を身につけ、 さらに業平の冠をつけ ると
き、そ こには錯綜 した三重の感覚がひ とつのイ メージと して統一 されてい る。パ ウン ド後年 の
「詩篇』に まで、 こ うした 〈イ メージの統一〉の反映を見 出す ことは難 しくあ るまい。
　 フェノ ロサ=パ ウン ドのr能 　 　きわみの芸』に話を もどそ う。同書は能楽を ヨー ロッパに
紹介 した時期 の早 さだけ でいえば、 フラ ンス人 ペ リ(Noel　Peri)や、イギ リス人 オール コ ッ
ク(Rutherford　Alcock)やパー クス(Harry　Parkes)らに一歩譲 る ものの、文学界 に与 えた
影響の大 きさは比べ ものにな らず、事実上、能楽の最初の翻訳作品であ った。 また同書には重
要な副産物があ る。 ち ょうどフェノ ロサの草稿に手を入れていた頃、パ ウン ドはW.B.イ ェイ
ツの秘書 と して働いてお り、時 と してイ ェイ ツに助言を求めた とい う。イ ェイ ツは能楽におい
て詩、音楽、舞 踊の一体化が実現 されてい るのを知 り、舞踊劇 「鷹 の井戸』"At　the　Hawk's
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Well"が生 まれ ることに なった。　rトラキ スの女 たち』 の献 辞にあ る伊藤道郎 は、1916年に初
演 された 同作品の主演 ダンサ ーであ る。 またパ ウン ドは、後に よ り"本 格的な"能 楽の英訳を
手がけ る ことにな るA.ウ ェイ リーに も助言 を求めてい る。 ウェイ リーの訳業そ の ものがパ ウ
ン ドの翻訳に触発 された ものであ った可能性 も否定で きないわけであ る。 フェノ ロサ ーパ ウン
ド訳は、 日本語に精通 した ウェイ リーの翻訳が 出版 されて以降、な るほ どその"学 術的"価 値
を低下 させ たか も しれな い。 しか しなが ら、r能　 　きわみ の芸』 は半 ぽ独 自の文学作 品 と し
て今 日まで版を重ねてお り、 また西洋に能楽を紹介す るについて果た したその功績が色裾せ る
ことあ るまい。
　 さて、 こ うした フェノ ロサ ニパ ウン ドの能楽理解の基本的な参照項 とな り、その理解のため
の図式を与えたのが、ギ リシア悲劇であ った。能楽 とギ リシア悲劇 との アナロジーとい うと、
今 日ではい ささか牽強付会 との印象を免れないか も しれない。そ もそ も古代ギ リシアと中世 日
本 とい う異な った時間 と空間のなかで育 まれた、二つの詩劇の形式や内容に驚 くほ どの一致が
見 られ ることに、今 さらなが ら驚嘆す る人は多 くないか も しれない。それぞれの文化的背景に
ついての知識が詳細になれば、遠 目に似通 って見えた ものの違 いが際立 って くるとい うことも
あ ろ う。だが、 ともに音楽 と舞踊を伴 う象徴的な詩劇であ り仮面劇であ ること、 コ ロスと地謡
の役割が酷似 してい ることな ど、 まず 目を引 く特徴だけを考えて も、かつて フェノ ロサが、能
楽 とギ リシア悲劇の間に さなが ら特別な親和力で も働いてい るかの よ うに感 じたのは十分に頷
け ることであ る。 フェノ ロサは、ギ リシア悲劇 と能の具体的な類似点やそれぞれの成立事情の
類似点を挙げた上で、 日本の仏教彫刻すなわ ち仏像が ガンダーラを経て古代ギ リシアの彫刻に
淵源す るの と同様、能楽がイ ン ドや中国を経て古代のギ リシア劇の影響を留めてい る可能性に
さえ思いを馳せてい る(Fenollosa　andPound　60)。また注 目に値 す るのは、 フェノロサや後 の
パ ウ ン ドの強調す るのが、幽玄の美学やその背景にあ る仏教的な無常観ではな く、起源におけ
る能の形を伝え るもの と しての神舞 あるいは神楽(ibid.)だとい う点であ る。歴 史的解釈 と し
ての正否は さてお き、ギ リシア悲劇の根源を デ ィオニュソス崇拝に求め る観点 とも通 じるもの
と して興味深い。いずれにせ よ　　 ここでは概 括的に断言 してお く　　 、能楽 一ギ リシア悲劇
は、 フェノ ロサ ニパ ウン ドに とって、〈東洋〉〈西洋〉を繋 ぐ トポスなのであ った。すなわ ち能
楽 とギ リシア悲劇 との アナ ロジーは、〈東洋〉〈西洋〉 とい う二分法を無効化す る トポ ロジーと
して機能す る。私た ちは これを創造的解釈 と して、む しろ積極的に諒 と しよ う。
　 なお、パ ウン ドは能の翻訳のほかに、能や狂言の形式に よった と称す るオ リジナル作品をい
くつか残 してい る。「狂言」 には、r立役者』The Protagonist(未完)、　r結婚 の慰め』The Con-
solations of Matrimonyが、「能劇」(Noh　Play)としては、 ミュ ッセの作品に よる翻 案劇 『ラシ
ェル嬢の家での夕食』De Musset's A Supper at the House of Mademoiselle Rachel、『トリスタ ン』
Triatanがあ る。そ して、 ある意味 で ここに付 け加え られ るのが 『トラキスの女 たち』 なので
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あ る。パ ウン ドは書簡で、 この作品は能の形式で上演 されなければな らない と繰 り返 してい る。
「Kit　Kat(北園克衛)は 『トラキスの女 たち』を翻訳 して くれ るほ ど英語はで きないだろ う。
しか し、何語 でや るにせ よ、 この作品 を然 るべ く上演 す るには能 の手法 しか ない と思 う。」
(Kodama　l38)3)。この点には後 に立 ち返 ろ う。
　か くしてパ ウン ドに とって、rト ラキスの女 たち』は、 も うひ とつの能劇=ギ リシア悲 劇で
あ り、翻訳 と翻案に よる"オ リジナル"作 品なのであ った。だが、私た ちは さらに も う一作品、
具体的な能の作品 と照 ら し合わせ ることに よって、運命劇 と しての能楽=ギ リシア悲劇が、他
な らぬパ ウン ドその人の運命 と重な るポイ ン トに迫 ることがで きるのであ る。
4.景 清
　パウン ドはある手紙で、『トラキスの女たち』の翻訳に着手 したきっかけについて、『日本の
古典能楽』The Classic Noh Theatre of Japan(1959)とい う訳選集に入れるために数十年前に





悲劇とい う意味で類似 した作品を求めるなら、想起されるのはさしずめ 「砧」であろう。「砧」




訳」 したその作品を読み直 したことこそが、パウン ドを 『トラキスの女たち』の翻訳へと向か




近いものがある」(Kodama　l62)。か くパウン ドが称揚する 「景清」とはいかなる作品か。
　 「景清」はr平 家物語』に登場する平景清に取材 した作品である。一説に梶原景時の父とも
言われる景清は、悪七兵衛景清 と仇名 され、源平の争乱のい くつもの合戦を生 き抜いた。r平
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しころ
家物語』に語 られるのは巻十一の 「綴引 き」の逸話だけであるが、景清は平曲、能楽だけで









めに自ら両眼を挟る。 しか し日向に出立する日、清水に参詣 した景清の両眼は失った光を再び
取 り戻 したとい う。この光のテーマ系にはまた後に触れることになるだろう。
　さて、能楽 「景清」は、 日向国に流されてのち 「日向勾当」と名乗る、晩年の景清にまつわ
るエ ピソー ドである。景清は平家一門滅亡後、源氏方に捕らえられて、流滴の うちに老残の日
々を過ごしている。さて景清には、熱田の遊女に生ませて、生き別れになった一人娘がいた。
父恋 しさにその居所を探 し求めた娘は、ついに鎌倉から日向まで命を賭 してやって くる。だが、
訪ねあてた粗末な庵に住んでいるのは、乞食同然の盲 目の老人であった。わが父の行方を尋ね
たところ、老人は他所を探すようにと言 う。通 りがかった里人に尋ねてみると、 しか し、その
老人こそが変わ り果てた父、景清なのであった。落ちぶれた姿を娘に見せるに忍びな く、景清
はわが身を偽っていたのである。里人のとりな しで改めて再会する二人。娘は父に屋島の合戦
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しころ
での手柄話を求め、父は 『平家物語』で夙に名高い 「鐙 引き」の武勇談を語 り聞かせ る。語
り終わった景清は、その地に娘が留まることを許さず、亡き後の回向を頼んで娘を帰らせる。
幕切れ、キ リの地謡は次のとお りである4)。
昔忘れぬ物語　衰へ果てX心 さへ　乱れけるそや恥か しや　此の世はとてもい くほどの
命のつらさ末近 し　はや立ち帰 り亡き跡を　弔ひ給へ盲 目の　暗きところのともし火　悪
しき道橋と頼むべ し　 さらばよ留まる行 くそとの　ただひと声を聞き残す　これぞ親子の
形見なる　 これぞ親子の形見なる
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るに他な るまい。
　異な った時間 と空間の中で育 まれた二つの作品をいたず らに 同一化す ることは慎 まねぽな ら
ない。だが、 イメージの重層を こととす るパ ウン ドであ る。意識的な詩法を彼方で、あ るいは
その手前 で、 「景清」 が 『トラキ スの女た ち』 に重 合 し、 また交差 してい った ことは推測 に難
くない。そ して、両者を貫 くモチ ーフが流調の英雄、老残の英雄の浄化であ ってみれば、先に
仮定 した 「ヘ ラク レス=パ ウン ド」 とい う方程式 は、 「景清=ヘ ラク レス」 とい う方程式 に よ
って補完 されてい るとい って よいだ ろ う。そ して、であ るな らぽ また、あ るいは まず何 よ りも
　　 これが私た ちの仮定であ る　　 、景清 こそはパ ウン ドその人の別名であ ると言わなけれぽ
な らない。
5.父 と娘
　事実は小説 よ りも奇な りとい うが、パ ウン ドをめ ぐる事実は、 こんな私た ちの推論 に符号す
るかの よ うに進んでゆ く。ヘ ラク レスと ヒュ ロス、景清 とその娘ε。 この二組の父子に、パ ウ
ン ドが も う一組の父子 と して加わ るために必要な人物が ここに登場す る。　　 メア リ ・デ ・ラ
ケヴ ィル ツ(Mary　de　Rachewiltz)、パ ウン ドが愛 人オル ガ ・ラ ッジ(Olga　Rudge)との間に
も うけた一人娘であ る。話を進め るためには、戦後のパ ウン ドの簡単な伝記的事実を押 さえて
お く必要があ る。その前提 と して、 アメ リカでの若 き 日々に遡 ってパ ウン ドの女性た ちとの関
係を一瞥 してお こ う。
　そ もそ もまだ若いパ ウン ドが アメ リカを去 った背景には、いわゆ る女性問題があ った。パ ウ
ン ドは20歳で ヒル ダ ・ドゥー リ トル と婚約 した ものの結婚の計画は挫折、 また22歳で大学講師
の職に就 くも、 レヴュー ・ガールを 自室に泊めた廉で職を追われ る。パ ウン ドは家畜運搬船に
乗 って ヴェネ ツ ィアに渡 り、その後 ロン ドンに移 った。 この頃に親 しくな ったのが、イ ェイ ツ
の知 己の娘 で後 にパ ウン ドの妻 となるイギ リス人女性 ドロシー ・シ ェイ クス ピア(Dorothy
Shakespear)である。一 方、 アメ リカか らはH.D.が 合流 した。後 にH.D.の 夫 となるオ ー
ル デ ィン トンも交え、T.E.ヒ ュームと共に始めたのがイ マジズムの運動であ る。その後、イ
ギ リスか ら移 ったイ タ リアで、パ ウン ドは アメ リカ人女性で ヴ ァイ オ リン奏者の オル ガ ・ラ ッ
ジと行動を共にす る。 さて、 この愛人 オル ガとの間に生 まれたのが、パ ウン ド晩年 に独特の役
割を演 じることにな るメア リであ った。 メア リはチ ロル村(イ タ リア領)で 養父母に育て られ、
長 じて 、 ロ シア系 イ タ リア人 で エ ジ プ ト学者 の ポ リス ・デ ・ラ ケ ヴ ィル ツ(Boris　de
Rachewiltz)と結婚、13世紀 に造 られ長 らく廃嘘 とな っていたチ ロルの城 館 ブルネ ンブル グ城
を手に入れ、そ こに居を構えた。
　 さて、13年もの長 きに渡 り聖エ リザベ ス病院に収容 されていたパ ウン ドは、エ リオ ッ ト、 フ
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ロス ト、ヘ ミングウェイた ちの運動のかい もあ って、1958年、反逆罪について不起訴の決定を
受けて解放 された。そ して、ほ とん ど間をおかずにイ タ リアに戻 ったパ ウン ドが身を寄せたの
が この ブルネ ンブル グ城なのであ った。 ところが ここに奇妙な事態が発生す る。 とい うのは、
アメ リカか ら帰 って きたパ ウン ドは、妻 ドロシーのほか、愛人オル ガとは別の若い女性 「秘書」
マル セラな どを伴 ってお り、彼をめ ぐる少なか らぬ女た ちが一つ屋根の下で生活す ることにな
ったか らであ る。共 同生活は長 くは続かなか った。イ オ レをは じめ とす る女捕 虜を連れて帰 っ
て きたヘ ラ クレスさなが ら　　 何 とい う偶然の一致!　 　 、チ ロルで女た ちの間の複雑な不和
を引 き起 こ したの ち、結局パ ウン ドは、 メア リの許を去 り、 ローマ、 ラバ ッロ、 ヴェネ ツィア
を転 々とす ることにな る。やがて心身は病に蝕 まれ、パ ウン ドは寡黙な老人 とな ってい く。
　 1966年エ スク ァイ ア誌Esquireが、 ます ます名声が高 まって きたパ ウン ドのために 「パ ウン
ド80歳」を企画 した時、すでに語 る言葉を失 っていた詩人に代わ って、 メア リは父の運命につ
いて次の よ うに述べてい る。
父はいわばあのネ ッソスの シャツを着て アメ リカの法廷を後に したのだ と自覚 していた。
そ して私た ちもその ことを理解 していた。10年にわた って父が頑強に拒否 し続けて きたそ
の条件が結局 、「自由」 の対価 とな った のだ った。おそ ら くこれ をか ぎ りに ア メ リカを去
ろ うとい うその時、父が背中に受けた鞭は、 アメ リカを追われた若 き日の父が受けた鞭 よ
りも、は るかに深 く肉を裂いた とい うべ きだ ろ う。(Mary　l89)5)
「ネ ッソスの シャツ」は、 もちろん 『トラキ スの女た ち』か らの引用であ る。 メア リが語 って
い るのは、パ ウ ン ドの沈黙は病に よるばか りではない とい うことであ る。いやむ しろ、 こ う言
うべ きだ ろ うか。パ ウン ドを沈黙 させた病 とは、あ るいは悪意、あ るいは善意に よって運ばれ
なが ら、ついに英雄を発 したあの ヒュ ドラの毒に喩え られ るべ きよ うな何 ものかの仕業であ る
のだ、と。パ ウン ドか ら言葉 と思考 の自由を奪 い、その肉を裂 き、臓脈を蝕 んでい った拘束衣 …。
　　 しか しそれは何を意味す るのか。 メア リがあえて暗示す るに とどめてい る、 この 「ネ ッソ
スの シャツ」を具体的に解釈 しよ うとす るのは無謀な ことであ るか も知れない。 しか し思えば、
パ ウン ドの解放か ら半世紀を も閲 した今 日、 もはや私た ちは、あえて この点に立 ち入 ることを
避け るべ きではあ るまい。
　反逆罪 で起訴 されていたパ ウン ドが、法廷に立つ ことな く、「精神 異常」 として病 院に軟 禁
された こと、すでに ここパ ウン ドの煉獄は始 まっていた。 フ ァシズム下のイ タ リアか らの海外
放送に携わ った者た ちの中に、戦争に勝利 した祖国の法廷に よる死刑の宣告を免れ得なか った
者がい ることを考えれば、 この戦後のパ ウン ドの境遇はいかに も両義的な もの と言わねぽな ら
ない。何 とい って も、一方で、それがパ ウン ドの生命を国家の論 理、国家の裁 きか ら守 った こ
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とに違いはない。 しか し他方で、それはパウン ドから、言葉と思考を棲家とする詩人にとって、
もっとも掛け替えのない何かを奪い取って しまいは しなかっただろうか。精神病者の差別にか






どのように変化 したのか、あるいは変化 しなかったのか。利殖をこととする資本主義に反対 し、
儒教の倫理を謳ったパウン ドは、ファシズムとの関係をどのように総括 しえたのか。人間の精
神の旅を一大叙事詩としてr詩 篇』に歌い続ける詩人、そのかぎりで歴史を横断 し、時代を縦














おけるアメリカの政治的 ・文化的状況の変化こそがパウン ドの解放を可能に したとい うことで










・私 は ヨー ロ ッパ の悲劇 を生 きている最 後の アメ リカ人 なのだそ うだ」7)。 パ ウ ン ドが再会 し
た ヨー ロッパは、昔 日のパ ウン ドに とっての よ うに、 もはや魚に とっての水の よ うな活動のエ
レメン トではあ りえなか った。何が しかの精神疾患、あ るいは老人性欝病 とで もい うべ きもの
が、パ ウン ドの心を冒 していたのか も しれない。 しか し、その問題は ここでの議論 とは水準を
異にす るだ ろ う。世界に投錨す る錨鎖を断 ち切 られたパ ウン ドに とっては、 アメ リカの 「精神
病院」のみな らず、 ヨー ロッパ さえ もが もはや流講の地で しかあ りえなか った とい うべ きだ ろ
う。 あるいは、パ ウン ドが祖 国ア メ リカを椰楡 した言葉 を借 りて言 うな ら、 「世界全体 が精 神
病院だ った」8)。
　 どこへ行 くに も ドロシーが、 オル ガが、あ るいは マルセ ラが付 き添わな くてはな らなか った。
そ して マル セラが去 り、 ドロシーが去 り、やがてエ リオ ッ トも世を去 り、パ ウン ドの晩年 は孤
独 と沈黙に包 まれてい く。そんな父パ ウン ドの姿を、 メア リは父の翻 訳 した 「景清」を引 きな
が ら、景清その人に重ね合わせてい る(Mary　179)。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パラディ　ソ
　父の関心は、あ くまで も 『詩篇』を書 くことであ った。父は 『天堂篇』を書いたが、そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パラティ　ソ
の前に物理的にひ とつの 楽 園 を作 ろ うとまで したのだ った。おそ ら くそれは アメ リカの
参戦を阻止 しよ うと した以上の ユー トピアの企みだ った。清浄な る楽園、そ こでは誰 もが




　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 しこる
　景清 の舞 とは、景清が娘に 銀 引 きの武勇談 を聞かせ る際 の舞 であ る。 メア リが父 パ ウン ド
に見てい るのは、景清の落塊の姿の上に浮かび上が る昔 日の勇姿であ る。戦いに敗れ、盲 目と
な り日向に流 された景清が昔 日の武勇を語 りなが ら舞 う姿、そ して、イ タ リア ・フ ァシズムの
敗北 とともに囚われ の身 とな り、聖 エ リザベス病院で 『天堂篇』Paradiso(『詩篇』第96-109
篇)を 書 き連ねたパ ウン ド、そ して地上の楽園を作 り出すために言葉の武勇を余す ところな く
発揮 した昔 日のパ ウン ドが、いみ じくもここでひ とつに重な り合 う。
　パ ウン ド、ヘ ラク レス、景清ε。一見、掛け離れた 「英雄」た ちが、ひ とつのイ メージに統
一 され る。イ メージの重層 こそが若 きパ ウン ド詩作の鍵であ った。奇 しくもそれは、その終末
にあ って、パ ウン ドその人の人生に実現 された と言 うべ きだ ろ う。
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6.大いなる肯定　　悲劇は終わった
　 したがって、『トラキスの女たち』は英雄パ ウン ドの悲劇である。悲劇である、 とい うのは、
運命に翻弄され、没落 してい く英雄が、その運命との葛藤を対質を通 じて、ついに運命を受容











　さて、 しか し、悲劇であるからには、その終末、浄化のポイン トを問題に してお く必要があ
る。この点でのパウン ドの意図はきわめて明快である。彼は劇中のある台詞に次のような註を
付 している。「この台詞は、この劇がそのために存在 しているとい うべき決めの台詞である」




こ うな ってみれば よ くわか る、息子 よ/あ あなんという輝き 、/すべてが結びついた 。





の悪 しき運命と抗ってきた主体が、終にそこに帰還すべき く運命〉である。抗 うべき運命では





客から顔をそむけると、背筋を伸ば して座 り、苦悶の神の面をはず して観客に顔を向ける。面
を取った顔には、晴れやかな太陽を思わせるような化粧を施 してお くこと。髪は黄金色に輝き、
できるだけ帯電 した ように逆立てておく」(Pound　67)。仮面をはず し、悲劇の英雄 とい う役
割を終えたとき、ヘラクレスの顔は神々しい輝きを見せる。その刹那、英雄はもはや地上の人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ　シェント
ではな く、超越的な真理の担い手であ る。 この演 出で思い 出され るのは、 もちろん、ヘ ラク レ
スが雷 の神 で もあ るゼ ウスの落胤 だ った ことであろ う。 だか らこそ、「髪は黄金色 に輝 き、ε
帯電 した よ うに逆立て」 られ る。
　だが、それ以上に関心を引 くのは、 この特権的な場面に顕現す る真理その ものが太陽、あ る
いはその輝 きに よって象徴 されてい ることであ る。仮面を外 したヘ ラク レスの顔が 「晴れやか
な太陽を思わせ る」だけではない。パ ウン ドの意匠は、すでに見たヘ ラク レスの台詞か らも読
み取 られ る。"SPLENDOUR,/1T　ALL　COHERES"と訳 された箇所のギ リシア語 オ リジナル
は、、αστ'o加　老πεご砺　 λαμπρaσ θμβα1レε!、翻訳 にあた ってパ ウン ドが参照 したス トー
(Francis　Storr)の英訳9)では`Since,　then,　myweird　thus　plainly　comes　to　pass'、「これでは
っき りした」 とい った ところだ ろ う。パ ウン ドは 「明らかな、は っき りした」 とい った 日常的
な意味で使われ ている形容詞 の 鰍 μπρ6ゴを感歎文 の`splendour'へと訳 し変 え ることに よっ
て、 この場面を輝か しい強烈なイ メージに よって定着 させ、作品全体を統一す る核 と したのだ
と見て よか ろ う。それは悲劇が 内破 し、外へ と通 じる瞬間であ った。 これ と符合す るかの よ う
に、悲劇の外で、た とえば作品冒頭におかれた登場人物 リス トで、ヘ ラク レスは、 ことさらに
「ヘ ラク レス ・ゼ ウサ ンHerakles　Zeuson」または 「太陽の生命力the　Solar　vitality」と呼ぼ
れてい る(Pound　24)。ゼウスの息子Zeus'sonを短縮 したゼ ウサ ンZeusonがSunを灰 めか し
てい ることは言 うまで もあ るまい。悲劇の主体であ った ものは、 この太陽、 この光の中で こそ、
自己 と世界の絶対的な肯定へ と至 る。だか らこそ、ヘ ラク レスはその 肉体を炎の中に投 じさせ
るのであ る。呪われた 肉体を焼尽 させ るのではない。それは、歓喜に満 ちた光への帰還 と言 う
べ きだ ろ う。
　パ ウン ドその人の最後=最 期に話を進め る前に、 も うひ とつ思いがけない偶 然の一致に触れ
てお きたい。景清の後 日謳、いや景清伝説の後 日謳 とい うべ きか。謡曲の 「景清」では、 日向
国の流人、盲 目の景清は、わが亡 き後の回向を頼んで娘を帰す。娘 と父が退いた舞台には、け
だ し浄化 された静論 とで もい うべ きものだけが残 され るだ ろ う。だが、能楽があえて活かす こ
とを しなか った、 この光 と闇の対立は、伝承文学に固有の想像力を掻 き立てずにはおかなか っ
た。いや、そ もそ も盲 目の景清、 日向国の流人 とい う設定その ものが、 カゲキ ヨ＝ 清 らかな光
とい う名前がおそ ら くその発端 とな った集団的な想像力の産物なのであ る。一方には、戦に敗
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れた後も執拗に源氏への復讐の機会を覗 う悪七兵衛景清、妄執の権化ともい うべき景清がいる。
そ して他方には、その名前のとお り、浄化され、菩提を求める景清がいる。伝説上の景清の形
象は、まさにこの両極が反転 し、媒介な く通 じ合ったところに成立する。矛盾 したさまざまな
イメージの輻棲点とでもい うべきか。悪人正機さながら、一方での妄執の深さこそが、他方で
の光の清らかさを担保する。そ して、 日向国、 日の向か う国とは、い うまでもな く天孫降臨の
地、上代 日本の神話において 日の神アマテラスの孫ニニギの降 り立った聖地である。盲いたオ
イディプスがコロノスに聖化されたように、盲いた景清はこの 日向国にあって、まったき光の
象徴となる。パウン ドのヘラクレスが光の中に帰還するのと同じく、菩提をえた景清はついに
清浄な光の中へと溶解 してい く感がある。ちなみに、この同じ景清が、また別の伝承では 『平




ベてが結びついたIT　ALL　COHERES」。　　 このヘ ラク レスの決めの台詞は、実に、ほ とん
どその ままパ ウン ドその人の決めの台詞であ った。『詩篇』 の最後 「草稿 と断片」 の第116篇に、




つまり、すべては うまく結びついている/た とえ私の音符は合わな くても。
数々のあやまち、/わ ずかな正 しさ、
それが彼の地獄を許すのだ/そ して私の楽園を。
　こうして詩人の悲劇もまた 「すべてが うまく結びつ く」ときに終焉を迎える。詩人は仮面を
はず し、自分の作ろうとした楽園の夢の泡沫と、自らの運命の結末を受け入れ、悲劇は完成す
る。「草稿 と断片」第116篇として編集されたこの詩句が発想された正確な時期は詳らかではな
い。パウン ドがそれを自らが翻訳 したrト ラキスの女たち』から引用 したのだとい う確かな証
拠があるわけではない。 しか し、両者の照合は明らかであろう。予言の成就を知ったヘラクレ
スが、その 〈運命〉を受け入れ、真理への輝か しい帰還を果た したように、ついにパウン ドは




　パ ウン ドの娘 メア リもこの台詞をめ ぐって、苦悶の面を取 るヘ ラク レス と老年の父の姿を重
ね合わせてい る(Mary　l79)。
　昨年(1965年)の1月 、曇 り空の午後の ことだ った。父 と私は ヴェネ ツィアの桟橋をゆ
っ くりと歩いていた。父は黙 りこ くっていて、私の問いかけに も答えないでいた。ε父は
黙 って じっと前を見詰めた ままだ った。その とき、ぱ っと一条の陽光が差 し込み、海に照
り返 した光 が私 たちの眼を射た。 そのはずみ に駆 られ て、私は言 った、 「太陽が然 りと言
ってい る」。父 の顔 に灯 りが点 り、微笑 んで父 は繰 り返 した。「太陽が然 りと言 ってい る、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　と　き
然 りと。」おそ らくその瞬間、あのソボクレスの悲劇が終 ったのだろう。
　ああ見事だ、なんとい う輝き、すべてが結びついた。
　父は最後の仮面をはず し、風や雨や太陽が語る楽園にたどり着いたのだろ うか。
　パ ウン ド、 ヘ ラ ク レス、 景清 ε、 パ ウ ン ドの作 り出 した イ メー ジの重合 に は、 しば しぼ
メ カ ロ マ ニ ア ッ ク
誇大妄想的な印象がつ きまと う。東西文化の融合を語 り、儒教の モラルを説いた詩人な らでは
の奇想 と言えばそれ までだ ろ う。だが、景清であ りヘ ラク レスであ り、パ ウン ドであ るのは、
　　その欲望す るところの大 きさ、その挫折、その孤独、いや またその卑小 さにおいて　　 、
すべ ての男た ちであ るのではない のか。 そ して また、すべ ての女た ちで あるのでは ないか。
「トラキ スの女た ち』の凸 レンズが拡大 して見せ るのは、わが世を謳 歌 したか と思えぽ、た ち
まち、世界に見捨て られ る、 この万人の運命、その運命 との葛藤であ る。
　 1972年10月30日、パ ウン ドは ヴェネ ツ ィアで87歳の誕生 日を迎えた。誕生 日を祝 うささやか
な集 ま りの翌 日、彼は体調の不良を訴え、舟で病院へ搬送 され る。翌 日、パ ウン ドはその まま
病院で亡 くな った。 メア リの回想録か ら6年 後の ことであ った。
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